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この小冊子（法律用語等の基礎知識）は、これから法を学ぼうとする東京経

済大学の学生（主として現代法学部生）向けに、いわば常識として身に付けて

もらいたい必要最小限の法的事項を理解しやすいようにとりまとめたものです。 

通常、法律文（例えば、裁判の判決文や契約書の文章など）は、法律の専門

用語を用い、かつ独特な論理構成や言い回しで表現されており、一般に、難解

とされています。そこで、このような法律文の内容を正確に理解するためには、

法律に関する基礎知識が必要となります。 

これらの法律の基礎知識は、法律学の授業を通して部分的に習得し、分から

ない用語等は、法律辞典等を調べるなどして断片的には理解できるようになり

ますが、全体を関連付けて体系的に理解できるようにならなければ身に付けた

ことにはなりません。しかし、法律の基礎知識について、法学の初心者でも分

かり易くとりまとめた解説書は市販されていません。 

この小冊子は、市販書がなければ作成するほかないということで、私の長年

の企業法務実務の経験に基づき、常識として身に付けておかなければならない

法律知識を集約・関連付けて、できるだけ図表などを用いて分かりやすいよう

に解説しています。いわば「ミニ法律知識辞典」といえます。 

なお、この小冊子は、2010年に初版を大学の私のホームページ上に掲載以来、

毎年、適宜更新しながら内容の充実に努めてきました。そして、この小冊子を

誰もが自由にダウンロードできるようにしていますので、大いに活用してくだ

さい。 
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